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さぬき市・大川郡の取り組み

研究主題

子 ど も と 算 数 を 創 る
－ 数 学 的 な 考 え 方 の 育 成 を 目 指 し て －

Ⅰ 研修主題について

次代を担う子どもを創り出す新しい学校は，自己の生き方，在り方をしっかりもって，

子どもの自己実現を目指していく学校でなければならない。そのためには，自ら学び自ら

考える力の育成（生きる力の育成）を推進していかなければならない。その方策として，

基礎基本の定着と分かる授業の両面が考えられる。すなわち，子どもたちが自ら学び，考

え，判断し，試み，表現する教育活動を通して，結果として基礎・基本の着実な定着を図

り，ひいては生きる力の育成を目指さなければならない。

「 」 ， ，県のテーマ 子どもと算数を創る は まさに子どもの学びに視点をあてたものであり

先人が築き上げた文化遺産を子どもたちが自らの力による創造の過程を歩むことによっ

て，確かな理解，生きる力の育成につながるものであると考える。

また，数学的な考え方については，県研究部で以下の３つに分類してとらえている。

数学的な考え方とは

○ 内容に関わる数学的な考え方

数や量，図形など内容に直接かかわっているもの。言い換えれば先人が築き上げ

てきた便利で美しい構造を支える本質的なもので，各単元でひらめいたり納得したり

してほしいもの。

○ 問題解決を支える数学的な考え方

問題解決の際に，より便利なものに高めたり，広く使えるものにまとめたりする

， ， 。際に用いるもので 問題解決を繰り返す中で 子どもたちに身に付けて欲しいもの

○ 合理的な営みを支える数学的な考え方

， ，子どもが実生活における数理的な事象に対して 合理的な態度に向け発揮したり

周りの人々の合理的な態度から見つけて欲しい考え方（算数の知恵）

教師は，このことを十分理解し，子どもの側に立って支援し，一人一人の子どもに応え

るべく，指導と評価の研究を実践的に進め，資質と指導力の向上に努めなければならない

と考えている。 さぬき・大川支部では，次年度の中四国算数数学教育研究大会（図形領

域）の発表に向けて，昨年度から，図形領域に視点をあて，指導と評価の研究を進めてい

る。本年度は，第１回目の研究会で，各学年の図形領域の指導案をグループで考え，全員

がその実践を行うことにした。また，図形領域の中で学習内容の定着度・理解度を把握す

るための評価問題を作成し，指導の在り方をさぐるようにした。その中から，昨年度の実

践：２年生「三角形と四角形」の取り組みについて説明していく。













Ⅲ 実践についての考察

（１） 少人数学習

少人数学習を志度小学校では実施しているが、教師のかかわりを協力型「複数の

教師が役割を分担して一斉学習の形態をとる授業 、分離型「課題や習熟度によっ」

ていくつかのコースに分かれてコースごとに授業が展開されていく形態をとる授業」

に分類して授業を行っている。２年生という発達段階から考えて、最初から分離

型で行う授業は少ないが、単元や学習内容によって積極的にいろいろなタイプの

授業を行っていた。特に本時の学習では、チャレンジ問題に取り組む際、四角形

を１本の直線で二つに切った後、五角形などの場合を考える発展問題に取り組む

コース、再度四角形で考えるコースの２つのコースに自己選択によって分かれた

が、どの児童も自分の強い意志でコース選択をしていたが、日頃からの自己評価

能力の育成についての積み重ねができていることに驚かされた。

（２） 見通しを持たせるための手だて

「四角形を二つに切ったらどんな形ができるでしょう」というめあてに対し、す

ぐ切らすのではなく、竹ひごをいろいろなところへあてさせる活動を行わせた。

これは教師の思いから行わせた作業で 「こう切れば○角形と△角形になるだろ、

う」という見通しを持って活動させるための算数的活動である。適当に切れば二

つに分かれたというのではなく 「こう切ればきっとこうなるはずである」とい、

（ ） 、 。う確かな考え 予想 に支えられた活動であったので 多種多様な考えがでてきた

教師もそれを予想して、一人の児童に数枚あたるよう用紙を準備していた。見通

しに支えられた考えから数学的な考え方へと導くのに大変重要な活動であった。

（３） 数学的な考えの育成

黒板には一本の直線で二つの図形に分割した図がたくさん貼られていった。三

角形と三角形、三角形と四角形、四角形と四角形など、できた形ごとに仲間分け

を行い、一本の直線で分割するといろいろなタイプに分かれることを実感させた

、「 」 、後 どこからどこへ直線をひいたらどんな形ができたかな と問うことにより

「頂点と頂点を結ぶと二つの三角形ができる」とか 「頂点と辺とを結ぶと三角、

形と四角形ができる」という答えが返ってきた。算数用語をきちんと使える２年

生に大変驚かされたのだが、事前研のとき、二つの四角形ができる「向かい合っ

た辺での分割」をどのように表現するのだろうか話題にのぼった。辺と辺でもい

いのではないかと話していたのだが、本時、子どもたちは「反対側の辺」という

ように表現した。辺と辺は隣同士もあるので、そのように表現したのであるが、

意図（見通し）を持った活動をさせたことが、子どもたちにこのような表現をさ

せたのではないかと考える。

これまで、児童はひごを使って感覚的にはとらえていたが、それを言葉で表現

（例えば、頂点と頂点で二つの三角形）できるようになったこと自体が数学的に

高まったと言えるのではないだろうか。

（４） 学習指導計画と評価

本単元の学習指導計画では、三角形、四角形の定義、簡単な作図、三角形の分

割を終えて、本時の四角形の分割を行うように計画されている。本時の学習は前



時の三角形の活動を通して学習の進め方を理解し、その学び方を生かして本時の

学習が展開されているところに前述のような数学的な高まりがある。学び方を学

び、それを活用していく態度を身に付けることこそ、生きる力の育成につながる

ものである。また、その学習内容を児童がきちんと理解できてきているかどうか

を把握するための評価計画も重要である。小単元、１時間ごとに児童の学習内容

に生かしていくための評価も十分行われている。このような実践を通して、事前

テスト（指導案：児童の実態におけるテスト）と同じテストを学習後実施してみ

たものとを比べてみると三角形と四角形についての定着度の様子がよく分かる。

以上、２年生「三角形と四角形」の実践から次のようなことを学んだ。

○ 一斉指導と少人数指導を効果的に用いることにより、児童一人一人に学

習の進め方が分かり、自己選択能力を育成することができる。

○ 見通しを持たせる手だてを講じることにより、意図的、効果的な算数的

活動を展開し、数学的な考えに自らせまろうとする子を育成することがで

きる。

○ 指導、評価を繰り返し実施することにより、児童の学び方や理解度をつ

かみ、指導の中に効果的な手だてを行うことができる。



Ⅳ 本年度の取り組み

（１） 図形領域における児童のつまずきの実態把握

３年生から４年生までの図形領域における児童の実態把握を行うための問題作成

を行っている。

例：３年生

つぎの長方形と正方形と直角三角形の紙を切って、直角三角形を２つずつつくり

ます。どこを切るとよいでしょう。－をひきましょう。

（２） つまずきの実態を生かした学習指導の研究

① 学習指導案づくり

学年ごとにチームを組んで指導案を作成し、その実践を各自が行い、よりよい

授業づくりを行う。

② 授業研究


